
日
本
近
代
美
術
の
蒐
集
家

原
三
漢
の
美
術
蒐
集
記
録
「
美
術
品
買
入
覚
」

　
　
　
近
代
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

に
見
る

三
上
美
和

［
キ
ー
ワ
ー
ド
　
①
日
本
近
代
美
術
史
②
近
代
美
術
蒐
集
家
③
パ
ト
ロ
ン
④
原
三
漢
⑥
日
本
美
術
院
］

は
じ
め
に
1
研
究
史
と
問
題
点

　
原
富
太
郎
（
号
三
漢
、
慶
応
四
年
・
一
八
六
八
－
昭
和
十
四
年
・
一
九
三
九
）
は
、
横
浜
を
代
表
す
る
実
業
家
で
あ
り
、
美

術
史
上
で
は
、
古
美
術
の
大
蒐
集
家
と
し
て
、
ま
た
芸
術
家
を
支
援
し
た
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
突
出
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
三
漢
に
つ
い
て
の
最
も
基
本
的
な
文
献
は
、
『
原
三
渓
翁
傳
』
と
そ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
『
原
富
太
郎
』
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
出
版
さ
れ
た
三
漢
に
つ
い
て
の
著
作
に
お
け
る
伝
記
部
分
は
こ
の
二
冊
を
基
に
し
て
お
り
、
本
論
で
も
来
歴
は
特
に
前
者
に

よ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
の
調
査
で
、
東
京
専
門
学
校
の
卒
業
、
及
び
跡
見
学
園
の
助
教
師
の
経
験
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら

1
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の
事
実
が
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
前
者
は
三
漢
の
受
け
た
教
育
を
、
ま
た
後
者
は
三
渓
の
美
術
の
素
養
を
語
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
引
き
合
い
に
出

さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
不
確
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
後
者
は
既
に
白
崎
秀
雄
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
文
献
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

も
散
見
す
る
た
め
こ
こ
で
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

　
さ
て
、
日
本
近
代
の
主
要
な
美
術
蒐
集
家
を
ま
と
め
た
文
献
に
田
中
日
佐
夫
に
よ
る
『
美
術
品
移
動
史
－
近
代
日
本
の
コ
レ

　
　
　
　
る
ヘ

ク
タ
ー
た
ち
』
が
あ
る
。
こ
こ
で
三
漢
は
、
益
田
孝
（
号
鈍
翁
、
嘉
永
元
年
・
一
八
四
八
－
昭
和
十
二
年
・
一
九
三
七
）
と
共

に
、
戦
前
の
主
要
な
美
術
蒐
集
家
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
　

　
さ
ら
に
、
佐
藤
道
信
に
よ
る
「
歴
史
資
料
と
し
て
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
個
別
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た

美
術
蒐
集
家
の
動
き
と
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、
社
会
、
経
済
の
在
り
方
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
こ
こ
で
三
漢
は
、
国
家
の
経
済
政
策
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
発
展
を
遂
げ
た
、
繊
維
関
係
の
実
業
家
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
［
方
、
三
漢
が
日
本
美
術
院
の
画
家
を
中
心
に
美
術
家
を
援
助
し
た
こ
と
は
、
当
初
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
現
在
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
代
美
術
史
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ま
ず
、
三
漢
と
直
接
交
流
の
あ
っ
た
矢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
9
）

代
幸
雄
に
よ
る
一
連
の
文
献
が
あ
り
、
そ
の
後
竹
田
道
太
郎
、
石
田
治
郎
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
三
渓
に
関
す
る
文
献
は
、
近
代
の
美
術
蒐
集
家
、
パ
ト
ロ
ン
の
中
で
も
比
較
的
豊
富
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
多

く
は
関
係
者
の
回
想
を
元
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
「
美
術
品
買
入
覚
」
（
図
版
①
　
以
下
「
買
入
覚
」
と
略

す
）
と
題
さ
れ
、
作
品
一
点
一
点
に
つ
い
て
の
売
買
価
格
が
記
載
さ
れ
た
資
料
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
三
漢
の
美
術
蒐
集
に

2
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つ
い
て
の
具
体
的
な
内
容
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
い
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
検
証
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
点
で
、
画
期
的
で
あ
っ
た
。
本
資
料
は
、
三
渓
の
子
孫
に
よ
り
、
他
の
資
料
と
共
に
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
に
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

漢
園
保
勝
会
に
一
括
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
そ
こ
で
本
論
で
は
、
近
代
作
品
に
焦
点
を
当
て
資
料
化
し
、
こ
れ
ま
で
い
わ
れ
て
き
た
三
漢
に
よ
る
近
代
美
術
作
品
の
購
入

と
近
代
美
術
家
へ
の
援
助
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
漢
関
係
資
料
か
ら
は
、
三
漢
の
蒐
集
家
、
パ
ト
ロ
ン

と
し
て
の
多
様
な
姿
が
浮
び
上
っ
て
き
た
。
三
漢
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、
近
代
に
お
け
る
美
術
家
へ
の
私
的
な
協
力
、
援

助
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
契
機
と
し
た
い
。

　
な
お
、
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
三
渓
の
近
代
美
術
の
蒐
集
家
と
し
て
の
面
に
焦
点
を
当
て
、
特
に

橋
本
雅
邦
（
天
保
六
年
二
八
三
五
－
明
治
四
十
一
年
二
九
〇
八
）
、
菱
田
春
草
（
明
治
七
年
・
一
八
七
四
－
明
治
四
十
四

年
・
一
九
一
一
）
、
横
山
大
観
（
明
治
元
年
・
一
八
六
八
－
昭
和
三
十
三
年
・
一
九
五
八
）
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
他
の
芸
術

家
と
の
関
わ
り
、
古
美
術
蒐
集
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

一、

O
渓
旧
蔵
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
始
ま
り
（
明
治
二
十
六
年
－
明
治
四
十
年
）

①
原
三
漢
旧
蔵
近
代
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要

「
買
入
覚
」
か
ら
近
代
美
術
作
品
を
抜
粋
し
、
記
載
順
に
並
べ
、
「
買
入
覚
」
以
外
の
三
漢
関
係
資
料
そ
の
他
の
資
料
で
補
足

3
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し
整
理
し
た
も
の
が
資
料
①
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
「
買
入
覚
」
は
、
近
代
美
術
に
関
し
て
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
主
要
な
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

品
が
石
田
に
よ
っ
て
、
ま
た
資
料
の
最
初
の
部
分
及
び
古
美
術
品
の
一
部
が
白
崎
秀
雄
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
買
入
覚
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
三
漢
旧
蔵
近
代
作
品
二
百
六
十
点
の
う
ち
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
画
作
品
で
あ
る
。
三
漢

の
購
入
し
た
全
作
品
は
お
よ
そ
四
千
百
五
点
あ
る
た
め
、
近
代
作
品
は
そ
の
一
割
以
下
で
あ
る
が
、
各
作
家
の
代
表
作
も
多
く
、

充
実
し
た
内
容
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
の
傾
向
を
、
年
毎
の
購
入
作
品
数
と
購
入
金
額
で
見
る
と
（
資
料
②
）
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
数
、
金
額
共

に
急
増
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
数
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
、
金
額
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
が
最
も
多
く
、
こ
の
時
期

が
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
そ
の
後
は
大
正
七
年
（
一
九
一
入
）
を
境
に
減
少
し
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
以
降
は
古
美
術
の
み

と
な
る
。

　
な
お
、
近
代
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
、
便
宜
的
に
初
期
（
明
治
二
十
六
年
ー
四
十
年
）
、
充
実
期

（
明
治
四
十
一
年
ー
大
正
七
年
）
、
終
焉
期
（
大
正
八
年
－
昭
和
六
年
）
の
三
期
に
分
け
た
。

②
初
期
近
代
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴

　
初
期
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
る
と
、
渡
辺
省
亭
（
嘉
永
四
年
・
一
八
五
一
－
大
正
七
年
・
一
九
一
八
）
、
そ
の
翌
年
に

は
滝
和
亭
（
文
政
十
三
年
・
一
八
三
〇
ー
明
治
三
十
四
年
・
一
九
〇
一
）
、
岸
竹
堂
（
文
政
九
年
・
一
八
二
六
－
明
治
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

年
二
八
九
七
）
と
い
っ
た
、
三
漢
と
同
時
代
に
活
躍
し
て
い
た
作
家
の
作
品
を
購
入
し
て
い
る
点
が
目
を
引
く
。
こ
れ
ら
の

4



購
入
は
、
三
漢
が
古
美
術
と
と
も
に
、
同
時
代
の
美
術
に
も
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
中
で
も
渡
辺
省
亭
の
「
雪

中
群
鴉
雨
中
白
鷺
（
双
幅
）
」
は
、
三
漢
が
購
入
し
た
最
初
の
同
時
代
の
日
本
画
で
あ
っ
た
。
本
作
品
は
、
資
料
①
に
見
ら
れ

る
通
り
、
こ
の
年
の
最
高
額
で
あ
る
二
十
円
で
購
入
さ
れ
、
「
買
入
覚
」
第
一
冊
目
の
冒
頭
に
書
か
れ
て
お
り
、
少
く
と
も
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ソ

正
九
年
ま
で
は
手
元
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
三
漢
に
と
っ
て
印
象
深
い
作
品
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

一一

A
援
助
の
始
ま
り
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
（
明
治
四
十
一
年
－
大
正
七
年
）

①
政
府
主
導
の
近
代
美
術
保
護

日本近代美術の蒐集家（三上美和）

　
先
に
見
た
と
お
り
、
近
代
美
術
史
に
お
け
る
美
術
蒐
集
に
関
し
て
は
、
多
く
は
な
い
が
充
実
し
た
内
容
の
研
究
が
行
わ
れ
、

近
年
新
た
な
展
開
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
美
術
の
援
助
者
、
つ
ま
り
パ
ト
ロ
ン
に
つ
い
て
の
研
究
は
さ
ら
に
少
く
、
そ
の
た

め
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
三
渓
も
明
確
に
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
、
三
漢
の
行
っ
た
個
人
に
よ
る
援
助
よ
り
先
に
、
ま
ず
政
府
に
よ
る
美
術
保
護
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認

し
、
三
漢
の
援
助
を
、
当
時
の
歴
史
的
、
社
会
的
背
景
を
踏
ま
え
、
そ
の
流
れ
の
中
で
捉
え
て
み
た
い
。

　
近
年
、
殖
産
興
業
政
策
と
美
術
振
興
策
に
関
す
る
研
究
は
、
明
治
初
期
の
輸
出
産
業
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
共
に
深
め
ら
れ

　
　
　
め
　

つ
つ
あ
る
。
殖
産
興
業
政
策
と
し
て
の
美
術
振
興
策
と
は
、
西
欧
諸
国
で
催
さ
れ
る
博
覧
会
を
通
じ
て
日
本
の
工
芸
品
を
西
欧

諸
国
に
売
り
込
み
、
そ
の
利
益
に
よ
り
国
を
富
ま
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

5
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そ
の
よ
う
な
政
策
の
一
環
と
し
て
明
治
十
三
年
（
一
入
八
〇
）
、
大
蔵
省
、
内
務
省
及
び
博
覧
会
関
係
者
、
輸
出
業
者
を
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

心
に
結
成
さ
れ
た
の
が
龍
池
会
で
あ
る
が
、
こ
の
龍
池
会
に
は
三
漢
の
妻
の
祖
父
で
あ
り
、
横
浜
の
生
糸
貿
易
で
多
額
の
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

を
得
て
原
家
の
基
礎
を
築
い
た
、
原
善
三
郎
も
入
会
し
て
い
た
。
ま
た
同
会
が
パ
リ
で
開
催
し
た
展
覧
会
に
は
三
井
物
産
会
社

　
　
　
　
　
　
ゆ
　

が
協
力
し
て
お
り
、
近
代
の
実
業
家
達
が
、
同
時
代
美
術
に
か
な
り
積
極
的
に
関
わ
っ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
、
近
代
以
降
の

美
術
を
支
え
た
実
業
家
と
美
術
の
関
係
の
一
端
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
官
民
一
体
の
美
術
保
護
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
か
ら
行
わ
れ
た
文
部
省
美
術
展
覧
会
（
以
下

文
展
と
略
す
）
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
こ
と
が
、
当
時
の
雑
誌
記
事
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。

　
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
十
二
月
の
『
美
術
新
報
』
の
時
報
欄
に
は
、
「
実
業
家
の
売
約
」
と
い
う
項
で
、
第
一
回
文
展

で
は
、
文
部
省
の
買
い
上
げ
の
た
め
の
費
用
が
足
り
ず
、
実
業
家
達
が
団
結
し
て
売
約
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
岡
倉
天
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

も
菱
田
春
草
の
「
賢
首
菩
薩
」
（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
蔵
、
明
治
四
十
年
）
を
売
約
し
て
い
る
。
「
賢
首
菩
薩
」
は
、
天
心
の

依
頼
に
よ
り
、
三
漢
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
と
さ
れ
、
そ
れ
は
資
料
①
で
も
確
認
出
来
る
が
、
そ
れ
以
前
に
既
に
天
心
の
名
義

で
売
約
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
漢
が
近
代
美
術
に
関
わ
っ
た
時
期
に
は
、
こ
の
よ
う
な
美
術
政
策
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ

た
時
代
で
あ
り
、
三
渓
も
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、
そ
の
動
き
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

6

②
岡
倉
天
心
と
の
出
会
い

三
漢
が
日
本
美
術
院
を
中
心
と
し
た
近
代
美
術
家
と
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
天
心
の
依
頼
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
、
両
者
が
い
つ
か
ら
知
り
合
う
よ
う
に
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
り
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
、
原
家
の
当
主
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

三
郎
の
銅
像
除
幕
式
に
天
心
が
参
加
し
た
、
と
い
う
中
村
渓
男
に
よ
る
指
摘
が
最
初
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
年
前
の
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

治
三
十
二
年
に
、
日
本
美
術
院
に
名
誉
賛
助
会
員
と
し
て
加
入
し
て
お
り
、
も
う
少
し
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
日
本
美

術
院
の
賛
助
会
員
に
は
大
倉
喜
八
郎
と
い
っ
た
実
業
家
や
、
官
僚
、
文
学
者
な
ど
多
様
な
人
々
が
関
わ
っ
て
お
り
、
三
渓
も
そ

の
一
人
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
い
え
る
。

　
な
お
、
資
料
①
を
見
る
と
、
三
漢
に
購
入
さ
れ
た
日
本
美
術
院
系
作
家
の
作
品
は
、
明
治
三
十
五
年
の
橋
本
雅
邦
の
も
の
が

最
初
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
者
が
関
係
を
も
っ
た
の
は
、
明
治
三
十
年
代
初
め
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

　
両
者
の
出
会
っ
た
時
期
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
天
心
が
安
田
靱
彦
（
明
治
十
七
年
・
一
八
八
四
…
昭
和
五
十
三

年
・
一
九
七
八
）
、
今
村
紫
紅
（
明
治
十
三
年
⊥
八
八
〇
1
大
正
五
年
・
一
九
一
六
）
の
援
助
を
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
か
わ

に
要
請
し
、
本
格
的
な
援
助
が
始
ま
る
。
さ
ら
に
、
天
心
は
死
の
一
月
前
、
病
身
に
も
拘
ら
ず
、
三
漢
と
「
観
山
会
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ね

一
種
の
同
好
会
を
企
画
し
て
い
る
。
死
後
、
若
い
作
家
た
ち
の
保
護
者
と
し
て
、
三
漢
に
大
き
く
期
待
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
三
漢
は
画
家
だ
け
で
な
く
、
平
櫛
田
中
（
明
治
五
年
・
一
八
七
ニ
ー
昭
和
五
十
四
年
・
一
九
七
九
）
を
初
め
と
し

た
木
彫
家
も
保
護
し
て
い
た
こ
と
を
「
買
入
覚
」
で
確
認
し
た
が
、
こ
の
援
助
も
、
天
心
の
蒔
い
た
種
を
三
漢
が
育
て
た
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

い
う
面
が
見
え
、
三
渓
が
田
中
の
援
助
を
始
め
る
契
機
は
、
や
は
り
天
心
の
斡
旋
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
と
い
う
の
も
、

「
日
本
彫
刻
会
」
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
、
木
彫
の
振
興
を
図
っ
た
天
心
が
主
導
者
と
な
り
、
田
中
、
山
崎
朝
雲
、
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

原
雲
海
ら
の
木
彫
家
が
結
成
し
た
会
で
あ
り
、
そ
の
後
も
天
心
が
こ
の
会
の
振
興
に
骨
を
折
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
三
漢
が

こ
の
会
を
援
助
し
た
の
も
、
天
心
の
勧
め
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
三
渓
の
援
助
に
つ
い
て
は
日
本
画
家
に

7
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ハ
　

重
点
が
置
か
れ
、
彫
刻
家
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
論
考
は
、
林
サ
エ
に
よ
る
論
考
の
み
で
あ
る
。
三
漢
旧
蔵
近
代
美
術
品
に
は
、

田
中
の
三
十
代
後
半
か
ら
四
十
代
後
半
（
明
治
末
か
ら
大
正
）
に
か
け
て
の
代
表
作
が
集
っ
て
い
た
こ
と
が
資
料
に
見
え
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
　

と
か
ら
、
三
漢
が
天
心
の
後
援
し
た
こ
の
会
に
共
鳴
し
て
援
助
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
三
漢
は
、
天
心
が
晩
年
最
も
期
待
し
た
パ
ト
ロ
ン
で
あ
り
、
三
漢
も
そ
れ
に
充
分
応
え
た
と
い
う
こ
と
が

　
　
ゆ
　

出
来
る
。
つ
ま
り
、
天
心
が
生
ん
だ
日
本
美
術
院
の
作
家
達
を
、
三
漢
が
育
て
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
日
本

近
代
美
術
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
美
術
批
評
家
と
パ
ト
ロ
ン
の
出
会
い
と
協
力
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

8

③
近
代
美
術
の
蒐
集
家
と
し
て
の
原
三
漢

　
さ
て
、
「
買
入
覚
」
を
見
る
と
、
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
三
漢
像
の
一
方
で
、
近
代
美
術
の
蒐
集
家
と
し
て
の
側
面
も
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
。

　
初
期
に
は
橋
本
雅
邦
、
そ
の
後
菱
田
春
草
を
蒐
集
家
の
目
で
蒐
集
し
、
下
村
観
山
、
横
山
大
観
の
作
品
も
、
パ
ト
ロ
ン
と
同

時
に
、
熱
心
な
蒐
集
家
と
し
て
の
一
面
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。

　
橋
本
雅
邦
の
作
品
は
、
大
観
、
観
山
に
次
い
で
多
い
三
十
点
で
あ
る
（
資
料
③
）
。
蒐
集
さ
れ
た
作
品
は
現
在
不
明
な
も
の

が
多
い
が
、
画
商
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
直
接
交
渉
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
明
治
四
十
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（一

繹
黶
Z
）
に
開
催
さ
れ
た
雅
邦
の
遺
作
展
へ
の
出
品
作
品
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　

　
三
漢
が
雅
邦
の
存
命
中
に
援
助
を
し
た
と
い
う
記
事
も
あ
る
が
、
蒐
集
さ
れ
た
作
品
の
大
部
分
は
雅
邦
の
没
後
入
手
さ
れ
た
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も
の
で
あ
る
。
明
治
四
十
三
年
に
は
「
狙
公
（
猿
廻
し
）
」
（
明
治
三
十
年
・
一
八
九
七
、
東
京
国
立
博
物
館
（
以
下
東
博
と
略

す
）
蔵
）
を
五
千
円
と
い
う
破
格
の
値
段
で
美
術
商
か
ら
購
入
し
て
お
り
（
資
料
①
）
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
か
ら
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

ま
っ
た
文
展
に
も
こ
れ
ほ
ど
の
高
額
な
作
品
は
後
ま
で
出
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

　
こ
の
「
狙
公
（
猿
廻
し
）
」
（
図
版
②
）
は
、
当
時
と
し
て
は
進
歩
的
な
作
品
と
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
三
漢
が
購
入
し

た
の
は
こ
の
絵
の
描
か
れ
た
明
治
三
十
年
で
は
な
く
、
明
治
四
十
三
年
で
あ
っ
た
た
め
、
三
渓
が
こ
の
絵
の
新
し
さ
を
評
価
し

て
購
入
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
や
や
疑
問
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、
相
当
な
愛
好
家
の
一
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
菱
田
春
草
の
一
連
の
購
入
作
品
も
、
こ
う
し
た
援
助
と
無
関
係
に
購
入
さ
れ
た
蒐
集
品
で
あ
る
。

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
天
心
の
依
頼
で
春
草
作
品
を
購
入
し
た
三
漢
は
、
そ
の
当
時
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

　
　
ゆ
　

い
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
後
は
か
な
り
高
額
で
画
商
か
ら
購
入
し
て
い
る
点
は
、
雅
邦
の
作
品
の
購
入
と
同
様
で
あ
る
。
春

草
の
作
品
は
作
品
数
で
は
九
番
目
で
あ
る
が
（
資
料
②
）
、
購
入
金
額
で
は
大
観
、
観
山
、
雅
邦
に
次
い
で
四
番
目
に
多
く

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
資
料
①
で
確
認
し
て
み
る
と
、
春
草
の
作
品
は
、
「
賢
首
菩
薩
」
を
除
い
て
全
て
没
後
に
購
入
さ
れ
て

　
ハ
め
　

い
る
。

　
そ
れ
ら
の
一
つ
で
あ
る
「
椿
に
猫
」
（
図
版
③
）
は
、
雑
誌
記
事
に
よ
る
と
明
治
四
十
四
年
（
一
九
＝
）
に
「
賢
首
菩
薩
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

と
交
換
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
買
入
覚
」
に
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
購
入
と
あ
り
（
資
料
①
）
、
記
録
と
異
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　

ま
た
こ
の
話
は
、
細
川
護
立
に
よ
る
回
想
で
は
別
の
作
品
と
交
換
し
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
や
や
混
乱
し
て
い
る
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
、
三
漢
が
こ
の
時
点
で
春
草
に
興
味
を
持
ち
始
め
て
い
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
な
お
、
勅
使
河
原
純
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
第
二
回
文
展
で
出
品
さ
れ
た
春
草
の
「
落
葉
」
は
、
そ
の

9
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ハ
が
　

後
二
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
七
千
円
に
暴
騰
し
た
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
春
草
の
作
品
は
、
没
後
す
ぐ
に
作
品
が
暴
騰
し
た
が
、
そ
の
時
と
三
渓
が
春
草
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
時
期

が
重
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
な
お
、
本
作
品
は
、
春
草
の
代
表
作
で
あ
る
文
展
出
品
作
「
黒
き
猫
」
（
永
青
文
庫
蔵
、
明
治

四
十
三
年
・
一
九
一
〇
）
の
い
く
つ
か
存
在
す
る
類
似
作
品
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
作
品
が
人
気
の
高
い
作
品
で
、
注

文
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
は
「
鹿
（
秋
林
遊
鹿
）
」
（
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
蔵
、
図
版
④
）
を
三
漢

旧
蔵
の
近
代
作
品
で
は
最
高
額
で
あ
る
一
万
三
千
三
百
円
で
購
入
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
同
年
の
総
購
入
金
額
は

四
十
七
万
六
千
四
百
六
十
八
円
で
あ
り
、
相
当
な
高
額
に
上
っ
て
い
る
（
資
料
②
）
。
「
買
入
覚
」
に
よ
る
と
、
同
年
購
入
さ
れ

た
「
浮
線
綾
蒔
絵
螺
銅
手
箱
」
（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
、
国
宝
、
鎌
倉
時
代
）
は
二
十
七
万
五
千
円
で
、
古
美
術
の
最
高
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

と
比
べ
れ
ば
二
十
分
の
一
に
過
ぎ
ず
、
新
画
と
古
美
術
の
市
場
価
値
は
比
較
に
な
ら
な
い
。

　
と
は
い
え
、
や
は
り
同
年
に
購
入
さ
れ
た
速
水
御
舟
の
作
品
「
比
叡
山
」
（
東
博
蔵
、
大
正
八
年
・
一
九
一
九
）
、
「
京
の
舞

妓
」
（
東
博
蔵
、
大
正
九
年
・
一
九
二
〇
）
が
二
点
で
千
五
百
円
と
い
う
額
を
見
れ
ば
、
い
か
に
春
草
作
品
が
高
額
で
あ
っ
た

か
が
う
か
が
え
、
同
時
に
三
渓
の
熱
の
入
れ
よ
う
も
分
る
。
東
京
美
術
倶
楽
部
の
入
札
記
録
に
お
け
る
昭
和
前
期
の
春
草
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

の
取
り
引
き
額
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
本
作
品
の
取
引
額
は
、
三
番
目
に
高
額
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。
同
記
録
に
よ
る
と
、

昭
和
前
期
の
取
引
額
で
は
橋
本
雅
邦
が
群
を
抜
き
、
春
草
は
そ
れ
に
次
ぐ
額
を
示
し
、
こ
の
二
人
が
最
も
高
額
で
入
札
さ
れ
て

い
た
。
三
漢
が
大
正
九
年
に
購
入
し
た
時
の
菱
田
春
草
の
人
気
は
非
常
に
高
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
三
漢
は
春
草
の
作
品
を
、
援
助
と
は
無
関
係
に
購
入
し
た
近
代
作
品
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
蒐
集
の
対

10
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象
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
雅
邦
及
び
春
草
の
作
品
の
購
入
で
共
通
す
る
点
は
、
い
ず
れ
も
当
時
と
し
て
は

破
格
の
高
額
で
あ
る
こ
と
、
援
助
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
、
画
商
か
ら
購
入
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
雅
邦
、
春

草
は
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
既
に
古
美
術
と
比
べ
得
る
程
の
市
場
性
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
か
ら
見
る

と
近
代
の
画
家
と
し
て
大
観
、
観
山
ら
と
同
様
に
見
な
し
て
し
ま
う
が
、
少
く
と
も
東
京
画
壇
に
お
い
て
は
当
時
の
同
時
代
作

家
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
人
気
が
高
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
三
漢
も
そ
う
い
っ
た
同
時
代
の
人
気
作
家
に
や
は
り
関

心
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
三
渓
は
「
賢
首
菩
薩
」
が
発
表
さ
れ
た
当
初
は
春
草
の
作
品
の
革
新
性
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
市
場
性
の
高

ま
り
と
歩
を
一
に
し
て
関
心
を
高
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
三
渓
の
趣
味
が
や
や
保
守
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
り
、
三
漢
を

初
め
、
当
時
の
近
代
美
術
の
鑑
賞
者
た
ち
の
近
代
美
術
に
対
す
る
理
解
の
度
合
い
の
変
化
も
感
じ
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
「
買
入
覚
」
に
よ
る
と
、
三
渓
が
購
入
し
た
最
初
の
近
代
美
術
作
品
は
、
下
村
観
山
に
よ
る
「
大
原
御
幸
」
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

観
山
は
三
漢
が
好
ん
だ
作
家
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
買
入
覚
」
で
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、

意
外
に
も
観
山
よ
り
横
山
大
観
の
方
が
作
品
数
、
購
入
金
額
と
も
多
く
、
近
代
作
家
で
一
番
多
い
の
も
大
観
の
作
品
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

と
が
分
っ
た
（
資
料
③
）
。
こ
れ
ま
で
、
三
渓
と
大
観
は
あ
ま
り
気
が
合
わ
ず
、
ま
た
三
漢
も
「
あ
い
つ
は
激
し
過
ぎ
て
な
あ
」

　
　
　
　
　
　
ハ
　

と
語
っ
た
と
さ
れ
、
観
山
ほ
ど
親
し
く
な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
購
入
金
額
、
作
品
数

と
も
大
観
の
作
品
は
群
を
抜
い
て
お
り
、
三
漢
旧
蔵
近
代
美
術
品
の
中
心
は
大
観
の
作
品
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

ま
た
、
三
漢
は
大
正
期
に
大
観
に
か
な
り
の
注
文
制
作
を
依
頼
し
て
お
り
、
し
か
も
い
ず
れ
も
非
常
に
完
成
度
の
高
い
作
品
で

あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

11
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三
漢
の
所
蔵
し
た
大
観
の
作
品
は
他
に
類
似
の
作
品
が
数
点
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
大
観
が
鑑
賞
者
の
要
求
に
応

え
た
結
果
で
あ
り
、
三
漢
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
購
入
は
、
作
品
を
愛
好
し
て
い
る
点
、
蒐
集
が
作
家
へ

の
援
助
に
つ
な
が
っ
て
い
る
点
で
、
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
面
も
あ
り
、
雅
邦
、
春
草
の
作
品
の
購
入
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い

る
。

「
買
入
覚
」
で
確
認
さ
れ
る
最
初
の
大
観
の
作
品
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
＝
）
の
「
達
磨
」
で
あ
り
、
こ
の
年
一
度
に
七

点
購
入
し
て
い
る
。
そ
の
当
時
大
観
は
、
文
展
の
審
査
員
と
な
り
、
ま
た
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
、
「
流
燈
」
（
茨
城
県

近
代
美
術
館
蔵
）
を
第
三
回
文
展
に
出
品
し
て
好
評
を
博
し
、
政
府
買
上
げ
と
な
る
な
ど
、
五
浦
時
代
の
苦
闘
が
認
め
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
流
燈
」
に
つ
い
て
は
三
漢
も
注
目
し
て
い
た
。

　
そ
の
後
購
入
さ
れ
た
大
観
の
作
品
で
重
要
な
も
の
は
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
に
購
入
さ
れ
て
い
る
「
山
路
」
で
あ

る
。
こ
の
作
品
は
明
治
四
十
四
年
第
五
回
文
展
に
出
品
さ
れ
た
「
山
路
」
（
図
版
⑤
、
永
青
文
庫
蔵
）
と
同
じ
も
の
を
、
三
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　

が
直
接
大
観
に
依
頼
し
て
描
か
せ
た
と
い
わ
れ
る
作
品
で
、
類
似
の
作
品
が
二
点
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
点
は
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

都
国
立
博
物
館
（
以
下
「
京
博
」
と
略
す
）
蔵
の
「
山
路
」
（
図
版
⑥
）
で
あ
り
、
も
う
一
点
は
、
「
辛
亥
之
秋
」
と
い
う
書
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

入
れ
が
あ
る
た
め
、
や
は
り
明
治
四
十
四
年
の
作
と
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
（
図
版
⑦
）
。
大
観
に
よ
る
京
博
蔵
の
同
作
品

の
受
け
取
り
の
礼
状
が
三
漢
園
に
残
さ
れ
て
お
り
、
「
壬
子
二
月
六
日
」
、
つ
ま
り
明
治
四
十
五
年
、
三
漢
か
ら
直
接
大
観
に
千

円
が
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
本
図
は
伊
香
保
の
風
景
を
描
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
一
見
粗
略
な
作
風
で
あ
る
が
、
様
々
な
工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
試

み
に
三
点
を
比
較
し
て
み
る
と
、
旅
人
の
表
情
や
松
の
色
彩
の
強
弱
な
ど
、
細
部
に
違
い
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
類
似
の
作
品

12
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で
あ
る
と
い
え
る
。

　
本
作
品
は
当
時
と
し
て
は
斬
新
な
手
法
で
描
か
れ
て
い
る
た
め
か
非
常
に
話
題
を
呼
び
賛
否
両
論
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

批
評
で
は
お
お
む
ね
好
評
で
迎
え
ら
れ
た
。
文
展
に
出
品
さ
れ
た
「
山
路
」
が
い
く
ら
で
購
入
さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
た

め
、
三
漢
の
支
払
っ
た
金
額
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
か
の
判
断
が
難
し
い
が
、
同
じ
文
展
出
品
作
や
、
そ
の
三
年
前
に
描

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

か
れ
た
「
流
燈
」
の
金
額
と
比
べ
て
み
る
と
、
相
当
な
高
額
で
あ
っ
た
。

　
一
般
に
注
文
制
作
と
い
う
場
合
、
注
文
者
の
意
図
を
汲
み
入
れ
て
制
作
さ
れ
た
作
品
を
想
定
す
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
よ
う
に
既
成
の
作
品
と
同
一
の
も
の
を
注
文
す
る
場
合
も
、
や
は
り
注
文
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。
「
山
路
」
の
場
合
、

文
展
出
品
作
以
外
の
類
似
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
構
図
や
モ
チ
ー
フ
の
異
同
が
作
者
の
創
意
と
い
う
観
点
だ
け
で
語
ら
れ
て
い

る
が
、
当
時
の
鑑
賞
者
の
要
求
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
と
は
別
の
角
度
か
ら
の
位
置
付
け
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
三
漢
は
「
山
路
」
と
同
年
に
、
や
は
り
千
円
で
購
入
し
て
い
る
「
日
蓮
上
人
」
（
明
治
四
十
四
年
、
図
版
⑧
）
を
、
「
山
路
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

と
同
様
に
注
文
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
作
品
の
場
合
、
日
蓮
の
描
写
に
大
き
な
違
い
が
見
え
、
元
と
な
っ
た
と
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
　

「
日
蓮
」
（
「
大
観
会
」
に
出
品
、
図
版
⑨
）
を
、
ち
ょ
う
ど
反
対
に
し
た
構
図
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
様
の
大
き
さ
で
あ
る

両
者
を
並
べ
て
展
示
す
れ
ば
、
両
面
か
ら
日
蓮
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
が
三
漢
の
注
文
に
よ
る

の
か
大
観
の
工
夫
に
よ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
主
題
の
作
品
は
数
点
あ
り
、
需
要
は
か
な
り
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
明
治
四
十
四
年
頃
、
既
に
大
観
作
品
は
入
手
が
難
し
く
、
三
渓
は
初
め
大
観
の
作
品
を
こ
の
よ
う
な
形

で
よ
う
や
く
入
手
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
三
渓
は
こ
の
後
頻
繁
に
大
観
に
注
文
制
作
を
依
頼
し
、
さ
ら
に
文
展
や
院
展
の
出
品
作
を
購
入
し
て
い
る
が
（
資
料
①
）
、

13
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そ
の
き
っ
か
け
が
、
こ
の
「
山
路
」
の
注
文
制
作
及
び
高
額
で
の
購
入
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
注
文
し
た
と
さ
れ
る
作
品
に
は
、
大
正
二
年
（
一
九
＝
二
）
の
「
柳
蔭
」
（
東
博
蔵
）
、
「
雪
中
富
士
図
屏
風
」
（
東
博

　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　

蔵
）
が
あ
る
。
こ
の
内
、
大
観
が
三
漢
園
に
滞
在
し
て
描
い
た
と
い
わ
れ
る
「
柳
蔭
」
（
図
版
⑩
）
を
取
り
上
げ
る
。
本
作
品

は
大
観
の
作
品
中
最
大
級
の
作
品
で
あ
る
。
大
観
が
こ
の
よ
う
な
横
幅
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
作
品
を
描
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

初
め
て
で
あ
る
と
さ
れ
、
展
覧
会
出
品
作
で
な
い
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
完
成
度
の
高
い
作
品
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
柳
の
大
木
の
下
で
ロ
バ
を
連
れ
、
主
人
を
待
つ
召
し
使
い
が
昼
寝
を
す
る
場
面
は
、
伝
周
文
の
「
四
季
山
水
図
屏
風
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

（
東
博
蔵
、
重
文
、
室
町
時
代
、
図
版
⑪
）
と
の
類
似
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
「
柳
蔭
」
と
比
較
す
る
と
（
図
版
⑫
1
⑭
）
、
主
人
を
待
つ
従
者
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
か
れ
て
い
る
点
に
共
通
点

が
見
ら
れ
る
が
、
従
者
と
柳
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
鑑
賞
者
は
従
者
と
一
緒
に
、
清
涼
感
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、

「
四
季
山
水
図
屏
風
」
で
従
者
の
す
ぐ
近
く
に
描
か
れ
た
主
人
を
、
柳
の
陰
に
隠
す
こ
と
で
、
よ
り
従
者
に
視
線
を
集
中
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
バ
リ
　

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ソ

　
な
お
、
こ
の
作
品
の
制
作
年
代
に
関
し
て
は
若
干
疑
問
が
あ
る
が
、
少
く
と
も
、
大
観
が
こ
の
よ
う
な
大
作
を
心
置
き
な
く

制
作
出
来
た
の
は
、
三
漢
と
い
う
パ
ト
ロ
ン
が
い
た
か
ら
で
あ
り
、
三
渓
を
本
作
品
の
最
初
の
鑑
賞
者
で
あ
る
と
想
定
し
た
い
。

　
こ
う
し
た
大
観
作
品
の
蒐
集
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
、
再
興
第
八
回
日
本
美
術
院
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
「
洞
底
の

夜
」
（
東
博
蔵
）
が
最
後
で
あ
る
。
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年
－
昭
和
六
年
）

日本近代美術の蒐集家（三上美和）

「
買
入
覚
」
の
記
録
か
ら
、
近
代
作
品
の
購
入
数
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
を
ピ
ー
ク
に
年
毎
に
減
り
、
大
正
十
二
年

（一

纉
�
O
）
を
最
後
に
記
録
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
（
資
料
①
）
。
大
正
十
二
年
に
は
関
東
大
震
災
が
あ
り
、
こ
れ
以
後
蒐
集

は
な
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
資
料
に
よ
る
と
、
そ
れ
以
前
か
ら
近
代
美
術
の
購
入
数
は
減
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
大
正
四
、
五
年
の
総
購
入
金
額
、
購
入
数
は
そ
の
前
後
に
比
し
て
非
常
に
少
く
、
古
美
術
品
の
数
、
金
額
と
も
に
減

少
し
て
い
る
一
方
で
、
近
代
美
術
品
の
割
合
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
の
一
時
期
、

古
美
術
の
蒐
集
が
押
え
ら
れ
る
形
で
三
漢
の
近
代
美
術
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
蒐
集
も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
そ
の
後
、

震
災
以
降
は
美
術
品
の
蒐
集
そ
の
も
の
が
控
え
ら
れ
、
徐
々
に
売
却
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
も
資
料
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
そ
う
い
っ
た
傾
向
が
三
漢
の
実
業
家
と
し
て
の
活
動
と
関
わ
り
が
あ
る
の
か
と
い
え
ば
、
大
正
三
年
は
第
一
次
世

界
大
戦
の
勃
発
し
た
年
で
あ
り
、
世
界
貿
易
の
縮
小
を
反
映
し
て
横
浜
の
経
済
も
沈
滞
し
た
が
、
そ
の
後
大
正
四
年
か
ら
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　

年
ま
で
は
未
曾
有
の
好
景
気
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
ま
た
原
合
名
会
社
の
大
正
二
年
の
生
糸
取
引
高
も
上
向
き
で
あ
り
、
会
社
の

事
情
が
蒐
集
内
容
に
反
映
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
三
漢
の
こ
う
し
た
蒐
集
の
変
化
の
解
明
に
は
、
今
後
新
た
な
資
料
の
出
現

を
待
つ
ほ
か
無
く
、
な
ぜ
こ
の
時
期
古
美
術
の
購
入
数
が
減
っ
て
い
っ
た
の
か
分
ら
な
い
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、
三
漢
の

近
代
美
術
と
の
関
わ
り
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
単
純
に
考
え
る
と
、
何
ら
か
の
事
情
で
高
価
な
古
美
術
品
を
買
え
な
く
な

り
、
よ
り
小
額
で
意
義
の
あ
る
、
若
手
作
家
の
保
護
育
成
、
同
時
代
作
家
の
作
品
蒐
集
に
関
心
を
も
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
こ
と
か
ら
、
三
漢
が
一
時
期
近
代
美
術
に
深
く
傾
倒
し
た
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
三
漢
の
事
業
の
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面
な
ど
か
ら
新
た
な
資
料
を
探
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
た
い
。

学習院大学人文科学論集皿（20Q3）

お
わ
り
に

「
買
入
覚
」
の
分
析
及
び
そ
の
他
の
資
料
か
ら
、
三
渓
が
近
代
美
術
に
お
い
て
も
、
熱
心
な
愛
好
者
で
あ
り
蒐
集
家
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
っ
た
。
資
料
に
は
、
小
林
古
径
、
安
田
靱
彦
、
今
村
紫
紅
と
い
っ
た
、
若
手
作
家
へ
の
援
助
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

若
手
作
家
へ
の
援
助
は
近
代
美
術
の
発
展
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
改
め
て
論
じ
た
い
。

　
さ
ら
に
、
三
漢
は
、
本
論
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
古
美
術
の
大
蒐
集
家
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
明
治
以
降
、
現
代
に
つ
な
が

る
古
美
術
品
の
鑑
賞
の
在
り
方
が
形
成
さ
れ
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
三
漢
の
古
美
術
蒐
集
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
近
代
美

術
蒐
集
も
含
め
た
三
漢
の
蒐
集
家
、
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
全
体
像
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
近
代
に
お
け
る
美

術
鑑
賞
の
在
り
方
の
一
端
も
解
明
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
制
約
は
あ
る
が
、
合
わ
せ
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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注

（
1
）
　
藤
本
實
也
編
。

　
　
を
参
照
し
た
。

本
書
は
稿
本
で
あ
り
、
現
在
は
複
写
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
三
渓
園
保
勝
会
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の



日本近代美術の蒐集家（三上美和）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

　
森
本
宋
、
時
事
新
報
社
、
　
一
九
六
四
年
。

　
三
渓
が
早
稲
田
大
学
に
入
学
し
た
こ
と
は
（
1
）
藤
本
前
掲
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。
前
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
事
務

長
金
子
宏
二
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
『
明
治
三
十
年
十
二
月
報
告
校
友
会
名
簿
』
に
、
三
渓
が
明
治
二
十
九
年
（
一
入
九
六
）
に

校
賓
と
な
っ
た
記
載
が
あ
り
、
三
渓
が
早
稲
田
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
専
門
学
校
に
入
学
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
「
校
友
会
規

則
第
二
条
」
に
よ
る
と
、
必
ず
し
も
卒
業
者
だ
け
で
な
く
そ
の
後
活
躍
し
た
者
は
会
員
の
推
薦
に
よ
っ
て
校
友
会
員
に
な
れ
る
。
三

渓
が
東
京
専
門
学
校
に
入
学
し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
は
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
で
あ
り
、
そ
の
八
年
後
の
二
十
九
年
に
校
友

会
員
に
推
薦
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
卒
業
し
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
。

　
白
崎
の
説
は
白
崎
秀
雄
「
三
渓
　
原
富
太
郎
』
（
新
潮
社
、
一
九
八
入
年
）
、
四
十
八
ー
四
十
九
頁
参
照
。

　
跡
見
学
園
資
料
室
の
中
野
一
夫
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
当
時
ま
だ
職
員
名
簿
の
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
そ
う
い
っ
た
事

実
が
あ
れ
ば
跡
見
花
踵
の
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
は
ず
と
の
こ
と
で
あ
り
、
や
は
り
助
教
師
説
は
否
定
さ
れ
た
。

　
跡
見
花
踵
（
天
保
十
一
年
・
一
八
四
〇
1
大
正
十
五
年
・
一
九
二
六
）
は
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
跡
見
女
学
校
を
創
設
し
、
生

涯
を
女
子
教
育
に
捧
げ
た
人
物
で
あ
る
。
花
膜
は
三
渓
と
原
屋
寿
と
の
結
婚
を
媒
酌
し
、
三
渓
が
原
家
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な

る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
と
い
う
点
で
、
三
漢
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
。

　
『
美
術
品
移
動
史
』
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
）
。

　
明
治
美
術
学
会
編
『
近
代
画
説
二
』
（
一
九
九
六
年
）
。

　
明
治
四
十
五
年
（
一
九
↓
二
）
の
『
美
術
新
報
』
（
十
一
巻
五
号
、
三
月
十
一
日
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
時
言
」
に
は
、
日
本

画
旧
派
は
古
画
の
形
骸
に
過
ぎ
な
い
、
と
批
判
し
た
後
で
、
三
渓
を
、
新
派
を
擁
護
す
る
著
名
な
古
美
術
蒐
集
家
と
し
て
取
り
上

げ
て
い
る
。
青
木
茂
は
「
こ
れ
を
見
れ
ば
す
で
に
瀧
精
一
の
緒
論
と
と
も
に
、
原
三
湊
の
美
術
運
動
も
注
目
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
青
木
茂
編
『
明
治
日
本
画
史
料
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
一
年
）
、
二
百
七
十
一
頁
。
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学習院大学人文科学論集刈（2003）

（
7
）
　
『
私
の
美
術
遍
歴
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）
、
『
芸
術
の
パ
ト
ロ
ン
』
（
岩
波
書
店
、
　
九
七
七
年
）
、
『
美
し
き
物
へ
の
思

　
　
慕
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
、
『
忘
れ
得
ぬ
人
び
と
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
。

（
8
）
　
竹
田
道
太
郎
『
近
代
日
本
画
を
育
て
た
豪
商
原
三
漢
』
（
有
隣
堂
、
一
九
七
七
年
）
。

（
9
）
　
石
田
治
郎
「
原
三
漢
翁
の
近
代
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
美
術
品
買
入
覚
」
か
ら
」
（
『
「
御
舟
．
青
樹
．
鶏
村
」
i
原
三
漢
ゆ
か
り

　
　
の
作
家
た
ち
ー
』
展
カ
タ
ロ
グ
、
三
渓
園
保
勝
会
、
一
九
九
一
年
）
、
「
原
三
漢
と
院
展
の
作
家
」
（
『
日
本
美
術
院
百
年
史
第
四
巻
』

　
　
一
九
九
四
年
、
川
幡
留
司
と
共
著
）
。

（
1
0
）
　
第
三
巻
の
み
表
題
が
「
美
術
品
買
入
拍
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
他
の
四
巻
と
資
料
中
に
「
拍
」
の
名
称
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
本

　
　
資
料
の
名
称
を
「
美
術
品
買
入
覚
」
に
統
一
し
た
。
こ
こ
で
参
照
し
た
三
漢
関
係
資
料
（
全
て
三
渓
園
所
蔵
）
は
、
「
清
風
居
蒐
蔵

　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
目
録
」
、
「
鄭
花
庵
蔵
品
書
画
器
物
」
、
「
天
　
隣
花
庵
什
物
書
画
彫
刻
」
、
「
隣
花
庵
什
器
書
画
器
物
」
、
「
地
　
鄭
花
庵
什
物
茶
器
」
、

　
　
「
松
風
閣
蔵
品
書
画
彫
刻
」
、
「
松
風
閣
蔵
器
諸
種
器
物
」
、
「
大
正
十
三
年
春
正
月
　
書
画
目
録
　
清
風
居
鑑
蔵
」
（
以
上
所
蔵
目
録
）
、

　
　
「
三
漢
文
庫
除
去
品
覚
」
（
売
却
、
贈
呈
品
の
記
録
）
。

（
1
1
）
　
近
代
に
お
け
る
古
美
術
蒐
集
や
近
代
茶
道
の
研
究
の
上
で
も
、
三
渓
に
よ
る
古
美
術
蒐
集
の
研
究
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
今
回
は

　
　
一
部
触
れ
る
に
留
め
た
。

（
1
2
）
　
石
田
の
研
究
に
つ
い
て
は
（
9
）
参
照
。
白
崎
前
掲
書
、
八
十
九
頁
－
九
十
三
頁
参
照
。

（
1
3
）
　
滝
和
亭
は
、
明
治
二
十
五
年
頃
最
も
流
行
し
た
画
家
の
｝
人
と
さ
れ
（
大
門
一
樹
、
『
物
価
の
百
年
』
早
川
書
房
、
一
九
六
九

　
　
年
）
、
三
渓
の
購
入
し
た
当
時
、
そ
の
実
力
を
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。

（
1
4
）
　
蔵
帳
「
松
風
閣
蔵
品
書
画
彫
刻
」
の
「
明
治
大
正
画
」
の
部
の
最
後
に
「
省
亭
烏
鷺
双
幅
」
と
記
載
が
あ
る
。
速
水
御
舟
の
「
京

　
　
の
舞
妓
」
（
大
正
九
年
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
年
が
省
亭
作
品
の
制
作
年
及
び
所
蔵
期
間
の
下
限
で
あ
る
。
そ
の
後
大

　
　
正
十
三
年
の
年
記
の
あ
る
蔵
帳
に
は
記
載
が
な
い
。
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日本近代美術の蒐集家（三上美和）

（16

）

（15

）

（18

）

（17

）

（21

）

（　　　　（

20　19
）　　　　）

（
2
2
）

（24
）

（23
）

　
明
治
二
十
六
年
の
省
亭
の
代
表
作
「
雪
中
群
鶏
図
」
（
東
博
蔵
）
に
よ
り
そ
の
作
風
の
一
端
が
推
測
で
き
る
。

　
『
明
治
デ
ザ
イ
ン
の
誕
生
』
（
東
博
編
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
七
年
）
、
佐
藤
道
信
『
明
治
国
家
と
近
代
美
術
』
（
吉
川
弘
文

館
、
一
九
九
九
年
）
、
『
万
国
博
覧
会
と
近
代
陶
芸
の
黎
明
』
展
カ
タ
ロ
グ
（
愛
知
県
陶
磁
資
料
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
。

　
青
木
茂
『
大
日
本
美
術
新
報
』
解
説
（
『
大
日
本
美
術
新
報
別
冊
』
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
〇
年
）
五
頁
参
照
。

　
『
大
日
本
美
術
新
報
』
第
二
号
、
一
八
八
三
年
十
一
月
三
十
日
の
記
事
よ
り
。
な
お
、
善
三
郎
は
龍
池
会
の
開
催
し
た
例
会
に
古

美
術
の
出
品
を
し
て
い
た
（
「
龍
池
会
記
事
」
（
『
大
日
本
美
術
新
報
』
第
三
号
、
一
八
八
四
年
一
月
三
十
一
日
）
）
。

　
（
1
8
）
前
掲
記
事
よ
り
。

　
『
美
術
新
報
』
第
六
巻
第
十
六
号
、
明
治
四
十
年
十
一
月
二
十
日
の
記
事
よ
り
。

　
中
村
渓
男
『
今
村
紫
紅
ー
近
代
日
本
画
の
鬼
才
』
（
有
隣
堂
、
一
九
九
三
年
）
七
十
四
頁
。
な
お
、
中
村
が
引
用
し
た
の
は
『
岡

倉
天
心
全
集
別
巻
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
）
巻
末
資
料
で
あ
る
。

　
『
日
本
美
術
』
七
号
（
明
治
三
十
二
年
）
（
「
日
本
美
術
院
の
創
立
」
補
足
資
料
（
『
日
本
美
術
院
百
年
史
』
第
二
巻
、
一
九
九

〇
年
収
録
）
）
に
賛
助
会
員
、
名
誉
賛
助
会
員
、
特
別
賛
助
会
員
の
規
則
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
賛
助
会
員
は
、
斎
藤
隆
三
に
よ

る
と
、
一
口
五
百
円
を
供
出
し
て
漢
然
と
募
っ
た
、
と
あ
る
が
（
斎
藤
隆
三
『
横
山
大
観
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
五
八

年
、
百
十
頁
参
照
）
、
そ
の
区
別
は
、
日
本
美
術
院
の
松
浦
あ
き
子
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
具
体
的
な
資
料
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず

不
明
で
あ
る
が
、
寄
付
金
の
額
の
差
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

　
下
村
英
時
『
下
村
観
山
』
（
座
右
宝
刊
行
会
編
集
、
大
日
本
絵
画
、
一
九
八
一
年
）
百
六
十
五
ー
百
六
十
七
頁
参
照
。

　
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
の
日
本
彫
刻
会
第
二
回
展
で
田
中
の
「
法
堂
二
笑
」
が
四
百
九
十
円
で
購
入
さ
れ
た
と
す
る
記
事

が
あ
る
（
『
中
央
新
聞
』
明
治
四
十
三
年
十
月
二
十
三
日
）
。
記
事
で
は
購
入
者
は
匿
名
で
あ
る
が
、
「
買
入
覚
」
の
明
治
四
十
四
年

の
項
に
記
録
が
あ
る
。
記
事
で
は
他
に
も
山
崎
朝
雲
の
「
張
果
郎
」
を
百
五
十
円
で
、
米
原
雲
海
の
「
無
弦
琴
」
を
二
百
七
十
円
で
、
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加
藤
景
雲
の
「
大
江
定
基
」
を
二
百
三
十
円
で
購
入
し
て
い
る
が
、
記
録
は
田
中
だ
け
で
あ
る
。

（
2
5
）
　
中
村
伝
三
郎
「
日
本
彫
刻
会
小
史
」
（
美
術
史
學
會
編
、
『
美
術
研
究
』
第
百
九
十
号
、
一
九
五
七
年
）
。

（
2
6
）
　
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
七
巻
、
書
簡
番
号
五
〇
一
（
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
）
。
天
心
は
明
治
四
十
四
年
、
牧
野
伸
顕
に
第
三
回

　
　
日
本
彫
刻
会
の
案
内
と
招
待
状
を
送
り
、
米
原
雲
海
、
山
崎
朝
雲
の
作
品
を
推
奨
し
て
い
る
。

（
2
7
）
　
林
サ
エ
「
原
三
渓
と
近
代
彫
刻
」
（
『
近
代
日
本
画
の
あ
け
ぼ
の
』
横
浜
高
島
屋
、
一
九
八
七
年
）
。

（
2
8
）
　
東
博
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
灰
袋
子
」
（
大
正
二
年
・
一
九
＝
二
）
、
「
樹
に
椅
り
て
」
（
再
興
第
一
回
院
展
、
大
正
三

　
　
年
・
一
九
一
四
）
、
「
森
の
書
」
（
再
興
第
四
回
院
展
、
大
正
六
年
・
一
九
一
七
）
、
「
烏
有
先
生
」
（
再
興
第
六
回
院
展
、
大
正
八

　
　
年
・
一
九
一
九
）
の
四
点
が
、
三
漢
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
2
9
）
　
日
本
美
術
院
は
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
五
浦
に
移
転
さ
れ
た
後
、
約
一
年
半
で
実
質
的
な
休
業
状
態
と
な
っ
た
と
さ

　
　
れ
、
天
心
の
関
心
が
い
っ
そ
う
、
嘱
望
す
る
若
手
作
家
の
今
後
に
向
い
た
と
も
思
わ
れ
る
。

（
3
0
）
　
雅
邦
門
下
の
画
会
で
あ
る
二
葉
会
主
宰
で
行
わ
れ
た
「
雅
邦
翁
遺
墨
展
覧
会
」
で
、
三
漢
が
「
山
水
画
巻
物
」
を
出
品
し
た
と
い

　
　
う
『
美
術
新
報
』
の
記
事
。

（
3
1
）
　
村
上
文
芽
「
絵
画
振
興
史
」
（
島
田
康
寛
『
京
都
の
日
本
画
』
京
都
新
聞
社
、
一
九
九
一
年
）
、
四
百
八
十
五
頁
参
照
。

（
3
2
）
　
第
七
回
文
展
（
大
正
二
年
・
一
九
一
三
）
で
も
、
最
高
額
は
鹿
子
木
孟
郎
の
作
品
で
千
百
円
で
あ
る
。

　
　
　
ま
た
、
東
京
美
術
倶
楽
部
の
入
札
記
録
を
見
る
と
、
雅
邦
の
作
品
の
価
格
は
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
で
は
主
に
千
円
前
後
で
あ
る

　
　
（
東
京
美
術
研
究
所
編
『
東
京
美
術
市
場
史
』
東
京
美
術
倶
楽
部
発
行
、
一
九
七
九
年
）
。

（
3
3
）
　
『
近
代
日
本
美
術
の
軌
跡
』
（
東
博
、
一
九
九
八
年
）
の
古
田
亮
解
説
参
照
。

（
3
4
）
　
小
高
根
太
郎
に
よ
る
と
、
「
賢
首
菩
薩
」
は
当
初
三
百
五
十
円
と
い
う
値
段
が
付
い
て
い
た
が
売
約
者
が
無
く
、
同
情
し
た
岡
倉

　
　
天
心
が
原
三
漢
を
訪
問
し
、
無
理
矢
理
百
円
で
預
け
、
そ
の
後
三
漢
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
巽
画
会
主
催
表
装
競
技
会
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（
3
5
）

37

）

（36

）

（
3
8
）

（42
）

A　　　　　　　　　A

41　40　39
）　　　　）　　　　）

（44
）

（43

）

に
出
品
さ
れ
た
「
椿
に
猫
」
と
交
換
し
た
の
で
、
や
が
て
「
賢
首
菩
薩
」
は
細
川
護
立
の
手
に
入
っ
た
、
と
い
う
話
が
斎
藤
隆
三
の

談
話
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
小
高
根
太
郎
「
菱
田
春
草
ー
そ
の
生
涯
と
作
品
」
、
菱
田
春
夫
編
『
菱
田
春
草
』
大
日
本
絵
画
巧

藝
、
　
一
九
七
六
年
、
四
十
三
頁
）
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
の
内
、
三
漢
の
晩
年
（
あ
る
い
は
没
後
）
に
中
止
に
な
っ
た
三
漢
蒐
集
品
の
売
立
目
録
で
、
「
鳩
」
と
「
鹿
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
「
温
麗
」
（
明
治
三
十
四
年
・
一
九
〇
四
）
、
「
秋
林
遊
鹿
」
（
明
治
四
十
二
年
・
一
九
〇
九
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
（
3
4
）
参
照
。

　
細
川
護
立
は
「
春
草
追
憶
」
と
題
し
た
回
想
（
『
現
代
の
眼
』
　
一
九
六
〇
年
五
月
）
で
、
三
漢
が
初
め
百
円
く
ら
い
で
預
っ
て
い

た
「
賢
首
菩
薩
」
を
、
細
川
の
「
鶴
二
羽
の
」
と
交
換
し
た
、
と
し
て
い
る
。
竹
田
に
よ
る
別
の
説
も
あ
る
（
竹
田
前
掲
書
、
五
十

頁
）
。

　
勅
使
河
原
純
『
菱
田
春
草
と
そ
の
時
代
』
（
六
藝
書
房
、
一
九
八
二
年
）
、
四
百
六
十
五
頁
－
四
百
六
十
六
頁
参
照
。
同
書
に
よ

る
と
、
「
落
葉
」
は
ま
ず
秋
元
酒
汀
に
よ
り
、
文
展
の
会
期
中
に
三
百
五
十
円
で
購
入
さ
れ
た
。

　
「
買
入
覚
」
第
五
巻
五
十
三
頁
（
三
渓
園
保
勝
会
蔵
）
。

　
瀬
木
慎
一
編
『
東
京
美
術
市
場
史
』
（
東
京
美
術
倶
楽
部
、
一
九
七
九
年
）
。

　
竹
田
は
、
「
観
山
こ
そ
三
漢
に
と
っ
て
お
気
に
入
り
の
画
家
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
竹
田
前
掲
書
、
五
十
二
頁
参
照
）
。

　
矢
代
「
芸
術
の
パ
ト
ロ
ン
』
（
前
掲
書
）
、
百
七
十
六
頁
、
横
山
大
観
『
大
観
自
伝
』
（
講
談
社
、
一
九
八
｝
年
、
初
版
は

一
九
五
一
年
）
、
百
八
－
百
九
頁
。

　
竹
田
道
太
郎
、
弦
田
平
八
郎
に
よ
る
対
談
（
『
有
隣
』
第
九
十
二
号
、
一
九
七
五
年
七
月
十
日
）
。

　
三
渓
園
に
保
管
さ
れ
て
い
る
三
渓
の
蔵
書
に
あ
る
『
日
本
美
術
』
（
明
治
四
十
二
年
十
一
月
号
）
の
裏
表
紙
に
は
、
三
渓
の
字
で

「
流
燈
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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（48
）

（　　　　　（　　　　　（

47　46　45
）　　　　）　　　　）

（
4
9
）

（51

）

（50
）

（
5
2
）

　
田
中
一
松
、
竹
田
道
太
郎
「
田
中
一
松
氏
に
聞
く
古
美
術
回
顧
」
（
『
有
隣
』
第
百
二
十
号
、
一
九
七
七
年
十
一
月
十
日
）
。

　
同
館
に
は
大
観
の
三
漢
へ
の
送
り
状
が
保
管
さ
れ
て
い
る
（
同
館
学
芸
課
小
倉
実
子
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）
。

　
「
大
観
と
栖
鳳
』
（
練
馬
区
美
術
館
一
九
九
七
年
、
根
崎
光
男
編
）
作
品
解
説
よ
り
。

　
「
美
術
新
報
』
十
一
巻
一
号
（
明
治
四
十
四
年
十
一
月
十
七
日
）
、
『
読
売
新
聞
』
（
明
治
四
十
四
年
十
月
二
十
二
日
）
、
「
日
本
美

術
」
百
五
十
三
号
（
一
九
一
一
年
）
。

　
文
展
の
出
品
目
録
で
「
山
路
」
は
非
売
品
と
な
っ
て
お
り
、
金
額
の
記
載
が
な
い
が
（
『
美
術
新
報
』
十
一
巻
一
号
、
明
治

四
十
四
年
十
一
月
）
、
こ
の
時
最
も
高
額
な
の
が
池
上
秀
畝
「
谷
間
」
の
千
二
百
円
で
あ
る
。
ま
た
、
『
東
京
朝
日
新
聞
』
（
明
治

四
十
三
年
・
一
九
一
〇
、
十
二
月
七
日
）
に
は
、
「
流
燈
」
が
文
部
省
に
よ
っ
て
買
い
上
げ
ら
れ
た
際
、
百
五
十
円
に
値
切
ら
れ

た
（
目
録
に
は
五
百
円
）
と
記
載
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
三
漢
の
購
入
金
額
は
、
や
は
り
か
な
り
の
高
額
で
あ
っ

た
。　

斎
藤
前
掲
書
、
二
百
三
十
九
－
二
百
四
十
頁
。

　
斎
藤
前
掲
書
、
百
十
一
頁
。
こ
の
大
観
会
は
、
辰
沢
延
次
郎
を
中
心
と
し
た
大
観
の
後
援
会
。
本
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
大
観
会
」

の
参
加
者
は
大
正
三
年
（
｝
九
一
四
）
の
日
本
美
術
院
再
興
の
時
に
も
賛
助
会
員
と
し
て
貢
献
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
既
に
大
観
に

か
な
り
の
後
援
者
が
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
斎
藤
隆
三
は
「
日
蓮
」
が
辰
沢
に
よ
っ
て
依
嘱
さ
れ
た
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
観
会
の
会
員
は
、
大
観
に
資
金
を
援
助
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
作
品
を
注
文
し
た
り
、
或
い
は
作
品
が
入
手
で
き
る
よ
う
な
便
宜
が
図
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
「
日
蓮
」
と
同
主
題
の
作
品
は
『
横
山
大
観
』
第
一
巻
（
横
山
大
観
美
術
館
、
大
智
経
之
監
修
、
大
日
本
美
術
、
一
九
九
三

年
）
に
も
う
二
点
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
練
馬
区
美
術
館
学
芸
員
野
地
耕
一
郎
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
他
に
も
複
数
存
在
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
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（54
）

　53

）

（57

）

（　　　　（

56　55
）　　　　）

（
5
8
）

（
5
9
）

　
（
3
3
）
前
掲
書
古
田
解
説
参
照
。

　
『
現
代
日
本
美
術
全
集
2
　
横
山
大
観
』
（
集
英
社
、
一
九
七
二
年
）
細
野
正
信
解
説
参
照
。
ま
た
、
『
日
本
美
術
院
百
年
史
第
四

巻
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
原
三
漢
関
係
年
譜
」
に
も
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
大
観
が
原
家
に
一
ヶ
月
滞
在
し
「
柳
蔭
」
を
描

く
、
と
い
う
記
載
が
あ
る
が
、
裏
付
け
る
資
料
は
な
い
。

　
（
3
3
）
前
掲
書
古
田
解
説
参
照
。

　
細
野
は
、
稲
田
前
東
京
国
立
博
物
館
長
の
指
摘
に
よ
る
と
し
て
こ
の
説
を
述
べ
て
い
る
（
（
5
4
）
前
掲
書
前
掲
部
分
に
記
載
）
。

　
本
図
は
十
五
世
紀
後
半
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
画
家
の
関
心
が
山
水
の
大
景
観
の
中
に
息
づ
く
人
間
の
営
み
に
あ
っ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
海
老
根
聴
郎
編
『
日
本
水
墨
名
品
図
譜
』
二
「
水
墨
画
の
展
開
」
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
、
作
品
解

説
に
よ
る
）
。
一
方
「
柳
蔭
」
で
は
よ
り
い
っ
そ
う
人
物
を
強
調
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
「
買
入
覚
」
に
よ
る
と
、
三
漢
は
大
正
五
年
（
一
九
＝
ハ
）
に
千
五
百
円
で
購
入
し
て
い
る
。
元
東
博
学
芸
員
古
田
亮
氏
の
御
教

示
に
よ
る
と
、
東
京
国
立
博
物
館
の
台
帳
に
大
正
二
年
の
記
載
が
あ
り
、
落
款
、
印
章
な
ど
も
そ
れ
を
否
定
す
る
よ
う
な
も
の
で
は

な
い
た
め
、
定
説
化
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
図
説
・
横
浜
の
歴
史
編
集
委
員
会
編
『
図
説
・
横
浜
の
歴
史
』
、
横
浜
市
市
民
局
市
民
情
報
室
広
報
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
九

年
、
二
百
八
十
　
1
二
百
八
十
二
頁
。
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付
記

　
本
稿
は
、
明
治
美
術
学
会
で
口
頭
発
表
し
た
内
容
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
り
、
．
平
成
卜
．
一
年
度
第
　
回
堀
越
泰
次
郎
記
A
，
心
奨

学
基
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
．
本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
り
、
．
．
　
渓
園
保
勝
会
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。
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冊数 頁数 購入年 金　額 制作者名、作品名など 所蔵、展覧会歴 備　考

59 39 一．一 燻ｵ拾／1．円 是真印籠　　　　　　　　「一 柴旧是真

8【 40 一金六百ノしト七ll地 夏雄銀びん南京IIILi匪1磁た【1旺竹篭卓1㌍由盆等 　　　　　　　一一ﾁ納変雄　6点の内
96 鴉弔布袋 　　　　　　　　　　　　　一烽U点
96

41

S1 　　　　　　　　　一一一@　　　　　　　　　　　　一L卜 　一一一一@　　　　　　一．96 41 　　　　．一驩y山水
96 4i

一

猿

坐 41 　　　　　　　　　　一一H1蚤山水
一一

r劣（iこ貝曽「己　　1「．一三1’実』丈101！’1：rfl　2こ占［Tl’し1孟」

一一．一

　　　　　　　　　　　　一ﾉ記載あり〕

こ 96 41 一　　一一 　　　　　　　　　　　　　　　一一ｬ品［［1水

3冊 97

D一一X7

41 ・金．刊i地 　　　　　　　　　　『一一ﾏ山　ノく原〒倖巻物 　　　　　．E掲q玉泣近／朕術飾蔵

痩諡ﾊ成会展覧会

一『

41 　　　　　　　　一黶E 熾S円 　　　　　　　　　　　　．一．@　　　　　　　　　　　　　　　　　一t苧：筆　1’；1二薩説浸乏画
一

97 ・金弐ド伍卜円 　　　　　　　　　　　　　　　．．．u農糊　加茂競馬図 一高橋暖湖

4冊

41

S2 一金下．八ド1八1判也 　　　　　　　一．一?M先生1呵　潔布ll1水　230
一一

I
I
．
1

42 南山［／W1：編文・土556

．一一一一　　42
一

　　　　　　　　一．一一一l晧一輻物　230 一．
一

1 42 　　　　　　　　　　　　　　　一|．に鶏　120
一 一

　
　
4
2
一

　　　　　　　一．撃撃戟u

謔hI1水ンひ崖∫t25〔1 　　一
黶D一

芳崖式の意味不明

I
I

42 　　　　　　　一．一F崖雀　25（1
一

一一

42
一 　　　　一一ﾏ［【1卜六羅漢250 陶9費去II

　

　li－－

@1 42 　　　　一@　　　　　　一鼡焉D三丁・ノ1’ド1五十円 　　　　　　　　　　　　　　　一?M買人代　春秋楼閣01水双幅B（X）　　　一．」 一一 　　　　　　　　　　一．y910費去ll叫点で45〔X｝円1
1 42 　　　　　　　　　　　　　　　　．一一Hの山路川舎暮双巾1】｝900 ．一．． 一『一一一．@　　　　　　　　　　　　　　一．一2 42

一．一

湖楼月夜双幅550 一一．2 42 せきれい尺又幅300　　　「一 一　一一一 　　　　一．y9【0年實去［B4点で45〔X）円1

2 42 春秋L11水双幅500 一 1910　｛卜『fノ、「］　〔4，点『ぐ45｛X｝F月，

2 42 一金下．ノし［7伍卜111

2 42

雅月；ニーこ点購人　　L宮漁父双幅H｝o（レ　　　　　　ー一

R水長巻75〔｝

2 42 　　　　　　　　．一B磨2（×） 一「松風閤蔵品展観iXl録j凍京美術

芒y部で拐ヒされ中止された売蹉の

P1録）に図版あり
2 42 一金弐ご1／r卜円 雅邦　㌧1．イ議人図

一．3 斗2 一金弐rl弐拾円 雅邦　懸想文図
6 42 入金弐齎阿 　　　　　　　　　　　　　　向?M　春山水観出十六羅

い
N
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冊数 頁数 購入年 金　額 制作者名、作品名など 所蔵、展覧会歴 備　考

8 42 一金六百円 雅邦　霊昭女 1910費却（4点で4500円）
12 42 ．硝 熕迚~　　　／・ 観由先生謝　・／　汐／　　〆／　　　／ ・’ ^／　　．・、

　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　ドu’ド h「

@　　rrド@　　　　　　　　　　　　　　「18 43 一一 熕邇O百八十八円 栖鳳　冨士川幅 東京国立博物館

i以下東博と略称）

「松風閣蔵品」に記載（「冨士川大

汾}」と記載）東京国立博物館、

ｴ良三郎より昭和23年購入
22 43 一金五千円 東博 若杉より　原良三郎より昭和23年

w入
鷺

雅邦　狙公双幅

@　・［i．

y・麟・．

@　　　麟　一　’啄

識　　1’・・
P・P

E膳，1、

香`想

書鍵肇7．冒鱗 冒
継
難
鵜
鱒
照
、
さ
　
　
薦
、

｝欝饗難懸 難羅騰謙騨耀難灘織
　　L、D貞　　　贈翻’「
蜩?@一　、再　講憲 灘灘鑛灘繋

27 44 一金弐百円 口口雲海　竹取翁 米原雲海

27 44 一金弐百弐十円 同　権敦木彫

27 44 一金’百円 同　月

27 44 一一 燗�S円 正素氏太閤像 橋本正素

27 44 一金四百弐十八円 吉田水彩画八枚 吉田博

27 44 一金百拾円 観山　柳に鶯

28 44 一金百四十五円 春草　三幅対

28 44 一金百五十円 観山　紅葉山水

28 44 一金百円 観山　漁夫図

28 44 一金百八十円 菊慈童　朝雲作 山崎朝雲

28 44 一金百八十円 山口　朝雲作 不明

28 44 一金四百三十円 法口口笑 第2回日本彫刻会 平櫛田中　法度二笑

28 44 一金千円 桜谷　鹿屏風 木島桜谷

28 44 一金弐百円 正素　一休像 東博、第5回文部省美

p展覧会（以下文展）

i褒状）

東博、原良三郎より昭和23年購入

29 44 一金弐百円 寛方　竹林聴法図 東博、第5回文展
i褒状）

荒木寛方

券氏A原良三郎より昭和23年購入
29 44 一金百円 青村　竹取翁額 東博 前田青邨、東博蔵品は軸装

29 44 一金五百円 油給　口前読書

29 44 一金弐百円 高原の朝油槍額

29 44 一金弐百五十円 観山　雪の朝

29 44 一金弐百円 観山　周茂淑

29 44 一金九拾五円 大観　達磨

O
N
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冊数 頁数 購入年 金　額 制作者名、作品名など 所蔵、展覧会歴 備　考

29 44 一金弐百三拾円 大観　帰牧 S家へ贈呈（「三渓文庫除去品覚」）

29 44 一金八拾三円 大観　幅　漁図

29 44 一金五拾五円 廣湖　豊干 高橋廣湖

30 44 一金八拾円 大観　柳に燕

30 44 一金七拾円 大観　風雨山水

30 44 一金三拾弐円 竹披　蝉丸 尾竹竹坂

30 44 一金三拾円 紫紅　渡し舟 今村紫紅

30 44 一金三拾円 春草　小鳥

30 44 一金三拾弐円 紫紅　猿
31 44 一金三百円 観山　寒山拾得双幅 山川氏に贈呈（「三漢文庫除去品覚」）

31 44 一金六拾八円 大観　石橋の雨
31 44 一金弐百三十円 春草　爆布双幅

32 44 一金弐百円也 正素　四季花鳥

32 44 一金弐百八十円也 春草　鳩 滋賀県立近代美術館

i温麗）

「松風閣蔵品展観図録」記載

32 44 一金弐百円也 大観　虎渓三笑

32 44 一金百円也 紫紅　竹取双幅 不明

34 44 一金弐百三十円 雲海　専念像 不明
／ 弾二r ・、ﾂ　　〃 勝’一．，’ @〃『　彦　。・’・ 〃　　z 〃　　，／’　〃　　。！／

36 45 一金五百円 紫紅　護花鈴 第5回文展（褒状） 霊友会妙一記念館

36 45 一金千円 大観　山路謝儀 京都国立近代美術館

36 45 一金弐百五十円 大観　観音幅

36 45 一金弐千百円 観山　修羅道巻物 東博、原良三郎より昭和23年購入

36 45 一金千八百円 大観　陶渕明屏風 陶淵明の誤字

36 45 一金百弐十円 “　春雨図

36 45 一金千円 大観　日蓮謝儀 東博

36 45 一金三百円 観山　闘鶏

36 45 一金六拾円 靱彦　相撲

37 45 一金五拾円 青村（ママ）京の橋

37 45 一金千円 田仲（ママ）寒山拾得達磨

37 45 一金七拾円 内藤作平家少女 内藤伸

37 45 一金弐千円 下村先生壁画謝儀 三漢園松風閣（関東大震災で崩壊）

u四季花鳥図」（草花壁画）
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冊数 頁数 購入年 金　額 制作者名、作品名など 所蔵、展覧会歴 備　考

37 45 一金百五拾円 栖鳳　柳に雲雀 「松風閣蔵品」に記載（柳寒雀）

u大正13年春正月轡画目録清風居鑑

?vでは「寒柳双雀」

券氏A原良三郎より昭和23年購入
37 45 一金五百円 朝雲作牛

37 45 一金三百円 古径　極楽井戸 東博

38 45 一金百円 暁海作思ひ

38 45 一金参千円 大観　瀟湘八景謝儀 東博　第6回文展 東博、原良三郎より昭和23年購入
38 45 一金千五百円 安田　夢殿 東博 安田戦彦
38 45 一金七百Fq 青村　御輿振り 第6回文展　東博 東京国立博物館、原良三郎より昭和

Q3年購入
38 45 一金千五百円 紫紅　近江八景 第6回文展（2等賞） 東博、原良三郎より昭和23年購入
38 45 一金百円 大観　遠寺晩鐘
38 45 一金三拾円 浩然　掃落葉図外に一 速水御舟
42 大正2 一金三百五十円 観山　辻説法

42 2 一金七拾円 栖鳳　犬
43 2 一金弐百五十円 大観　赤壁
43 2 一金弐千円 大観　松並木 東博　第7回文展 東博、原良三郎より昭和23年購入

唱 2 一金弐百五十円 大観　陶渕明 陶淵明の誤字
44 2 一金七十五円 天風　寒山拾得

44 2 一金五十円・“ 草風　河原九大呂 長野草風
44 2 一金三拾五Fl 鶏村　秋池
45 2 一金三百円 鶏村　町三趣

45 2 一金弐百円 正素　太閤 東博

45 2 一金百Fl 空明　美人 小茂田青樹
45 2 一金百円 浩然　錦木
45 2 一金百五一卜円 耕花　お国三左 山村耕花

46 2 一金五百円 田仲氏　仙人木彫 東博再興第1回日本
?p院展覧会（以下院

W）

東博、原良三郎より昭和23年購入

46 2 一金三百円 寂静木彫

46 2 二金弐百五十円 口実木彫

47 2 一金壱千五百円 大観　富士図屏風禮 東博 東博、原良三郎より昭和23年購入
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冊数 頁数 購入年 金　額 制作者名、作品名など 所蔵、展覧会歴 備　考

48

2
2

一金三百円

鼡燻ｵ百円

おだやかな朝油檜

ﾂ村　白描巻物

中川八郎

50 3 一金弐百円 紫紅　柳に鳥二枚折 南より買い入れ　東京国立博物館、

ｴ良三郎より昭和23年購入
52 3 一金百五十円 紫紅　風匂二幅

52 3 一金百円 紫紅　駅路の朝

53 3 一金四百円 内藤伸　太子彫刻

53 3 一金弐百八十円 白嶺　印度口人三人 吉田白嶺
53 3 一金四百円 佐藤　悉達太子密教徒二体 佐藤朝山
53 3 一金三千五百円 雅邦　虎漢三笑図 8500円で1922年費却
54 3 一金弐百円 白瀧氏油檜二枚 白瀧幾之助

54 3 一金弐百円　此分昨年付落しの分　　白瀧　肖像二枚

54 3 一金弐千円 大観　長江の巻 東博、原良三郎より昭和23年購入
54 3 一金千円 大観　若葉 東京府大正博覧会
54 3 一金三千円 大観　遊刃双幅 東博再興第1回院展 東博、原良三郎より昭和23年購入
54 3 一金弐百五十円 内藤伸　山上

54 3 一金七十円 佐野一星　梅

54 3 一金三百円 魔　佐藤朝山
55 3 一金壱千円 熱国の巻　紫紅筆 東博再興第1回院展 東博、原良三郎より昭和23年購入
55 3 一金千三百円 靱彦　産の祷 東博「御産の祷」

55 3 一金七百円 青村　湯場三幅対 東博再興第1回院展
55 3 一金五百円 御舟　紙漉場
55 3 一金干三百円 古径　踏絵 東博

55 3 一金弐千円 観山　白狐二枚折 再興第1回院展 東博、原良三郎より昭和23年購入
56 3 一金五百円 田仲　木によりて 束博再興第1回院展 東博、原良三郎より昭和23年購入
56 3 一金四百円 静水　白砂青松
56 3 一金五百円 寛方　秋の社 ミュージアム氏家

58 4 一金五百円 紫紅　蜜柑畑　同紅梅　同梅林　鶏村

{願寺　同増上寺　青樹　あさみ　古郷

|河岸壼中　土蔵　同　紺屋　御舟今戸

第1回赤曜会

58 4 一金八十円 古郷　秋晩田家 黒田古郷
59 4 一金三百五十円 春草　落葉 永青文庫　第3回文展

i2等）
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冊数 頁数 購入年 金　額 制作者名、作品名など 所蔵、展覧会歴 備　考

59 4 一金弐百円 静水　桜美人

59 4 一金四千円 五十三次巻　九巻 東博 東博、原良三郎より昭和23年購入
59 4 一金百七十円 大観　寿老人

59 4 一金四百円 青村　龍宮の巻

60 4 一金九十三Fl 竹橋　渓山二幅 小野竹橋

60 4 一金百円 跡見　油檜二枚 跡見花渓

60 4 一金三十円 青村　林和靖

60 4 一金八十円 青樹　竹と梅

61 4 一金三百円・ 未醒　馬額

61 4 一金千五百円 横山大観　柳屏風礼 東博 東博、原良三郎より昭和23年購入

62 4 一金百三拾円 東京横浜真景写十三葉　青樹二枚　御舟壱

〟@鶏村　風堂一枚　古郷壱枚
62 4 一金五拾円 鶏村　山水二幅　御舟　壱枚　青樹二枚

63 4 一金三百五十円 普棚　藤井達吉ロロ

63 4 一金百円 山村耕花　演劇屏風

63 4 一金弐百円 寛方　乳廉図 東博　再興第2回院展 東博、原良三郎より昭和23年購入
63 4 一金三百円 静水　三幅封

63 4 一金七拾円 大観漁父山水 漁父山水（「漁樵問答」

u竹雨」）「竹雨」のみ

券詩ﾄ興第2回院展

東博、原良三郎より昭和23年購入

64 4 一金百五拾円 岳陵　人物

研 4 一金百六拾円 紫雨　四季山水 新井紫雨

64 4 一金百円 未醒　小品

64 4 一金千弐百円 今村紫紅　獅子謹筆

64 4 一金三百拾五円 風堂双幅御舟　さざんか岳陵　山の町

蛹氏@たで　青樹　柘榴　紫紅　桶狭問

第2回赤曜会 河杉氏へ贈呈（「三漢文庫除去品覚」）

64 4 一金七百円 青村　朝鮮の巻 東博　再興第2回院
64 4 一金千五百円 古径　阿弥陀堂 東博　再興第2回院』
65 4 一金三千FI 観山　屏風　弱法師 東博　再興第2回院展
67 5 一金四百五十円 鋏斎（ママ）青緑山水

67 5 一金百円 同水墨寒林山水

67 5 一金弐百五Fl 同月瀬山水

67 5 一金三百五十円 鋏斎　山水巻
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冊数 頁数 購入年 金　額 制作者名、作品名など 所蔵、展覧会歴 備　考

「68 5 一金五百五拾円 鎮斎　名人帖
70 5 一金百五十円 鶏村　早春二幅封

70 5 一金弐百円三十円 大観　墨竹 松田へ440円で費却（「三漢文庫除

歯i覚」）

70 5 一金七十五円 御舟　早春

70 5 一金干円 未醒　琉球巻

72 5 一金千円 朝山　シャクンタラ 東博

77 5 一金七百円 岳陵　檜巻物 中村岳陵

77 5 入金七百円 岳陵繕巻中村君に返す

82 6 一金百円 古径　竹林小品
84 6 一金八百八拾円 鎮斎　芳野山
85 6 一金千五百円 観山　達磨

86 6 一金百五十円 大観　桃小鳥
86 6 一金五百円 鎮斎　仙丹図
86 6 一金千弐拾三円 鎮斎　桃源山水
86 6 一金六百三十六円 鑛斎　山水
86 6 一金六百四十円 観山　二幅蜆子　寒山 石部氏に贈呈（「三漢文庫除去品覚」）

5冊 10 7 一金弐千六十円 雅邦　瀧二枚折
14 7 一金三百七円 紫紅　紅白梅
14 7 一金五百三十八円 紫紅　観濃双幅
14 7 一金六百五十八円 靱彦　両雄望江戸
14 7 一金四百八十八円 鎮斎　柳堤帰牧
15 7 一金五百五十八円 古径　宇津の山路
18 7 一金千五百円 観山　老子
18 7 一金百弐拾五円 紫紅　柳に雀
18 7 一金百五十円 古径　菊幅
19 7 一金千百八十七円 紫紅　政宗像 横浜美術館
19 7 一金弐百八十五円　　古径　菊
19 7 一金弐百三十五円 紫紅　寒林
23 7 一金千弐拾六円 栖鳳　鶏幅 東博、原良三郎より昭和23年購入
23 7 一金弐百九十弐円 大観　虹山水
25 7 一金三百五十円 紫紅　文殊大幅
26 7 一金四百円 紫紅　風神雷神 東博
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冊数 頁数 購入年 金　額 制作者名、作品名など 所蔵、展覧会歴 備　考

26 7 一金三千五百円 大観　琵琶八景巻　謝礼

26 7 一金弐千三百七十円 観山　納涼図

26 7 一金弐千弐百円 古径　風呂場 東博

26 7 一金千弐百Fl 青村　高野巻 東博　再興第5回院展
30 7 一金四百十九円 春草　椿に猫

33 7 一金千円 春草　朝の海

33 8 入金千八百九十六円三 十八せん　　鎮斎　大観　竹

35 8 入金七百八拾弐円 鎮斎　御舟　今戸賢却

41 8 入金千弐百四一卜四円 鍍斎　山水　大観　春先　観山　布袋三幅

45 8 一金千三百円 平櫛口烏有山人

51 8 入金四千円也 鎮斎　青緑山費却
51 9 金六千〇六十円 鎮斎　蓬葉山山水
51 9 金五百拾三円 弧月　初冬山水 西郷弧月

51 9 金壱萬三千三百円 春草　鹿 西宮市大谷記念美術館 若杉より

u松風閣蔵品展観図録」に図版あり

i秋林遊鹿）

51 9 入金千○弐十円 鎮斎　狗子鯉山水

73 10 一金五千円 大観　洞底夜謝礼 東博 東博、原良三郎より昭和23年購入

73 10 一金千円 大観　白菊

76 10 一金三千五百FI 古径　けし花二年分補助

76 10 一金千七百円 青村　魚屏風同 再興第ラ回院展

76 10 一金千百円 南泉　戦彦　筆

83 l
l 一金弐千六十六円 観山　維摩 若杉より

84 l
I

一金三千円 田仲　彫刻

90 1
1 入金八千五百円 雅邦　虎渓三笑費入

102 12 一金八百三一卜六円 鋏斎　秋山水

【02 12 一金八百四十四円 ’古径　重盛

102 12 一金千三百五十円 鎮斎　山水
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日本近代美術の蒐集家（三上美和）

資料② 「美術品買入覚」に見る原三漢旧蔵美術品年間購入金額及び

近代美術作品の作品数、金額推移表

近代作品数 近代作品金額（円） 年間購入数 年間購入金額（円）1売却差引額

明治26年・1893 4 37．15 25 249．2／249．2

27・1894 3 195 150 2009．4／1813」

28・1895 0 0 189 3702．35／321L45

29・1896 0 0 240 4363．6／3983．6

30・1897 0 0 174 13631．45113306．45

31・1898 0 0 i42 703217032

32・1899 0 0 130 14995．5／14995．5

33・1900 0 0 116 10555．8／10355．8

34・1901 0 0 150 50193／50193

35・1902 1 50 121 42703／42703

36・1903 0 0 202 70837．51／56757．51

37・1904 0 0 6且 14281．59／1408L59

38・1905 0 0 105 34574．27／28665．28

39・1906 0 0 192 92516．4／76857．4

40・1907 1 697 195 88488．63／79345．63

41・1908 1 0 2425 9639541／39441

42・1909 17 7850 162 Ii8486／117929

43・1910 3 6900 103 142532／136023

44・1911 34 6690 76 439i2／43912
45・大正1・1912 20 15950 40 20796／20796

2・1913 19 10455 60 98374／87874

3・1914 22 22700 52 51607／15049

4・1915 48 16613 100 26789／26664

5・1916 10 4660 122 正43553，45／136018．45

6・1917 13 8210 220 257660／255962

7・1918 15 167645．5 162 206834／203834

8・1919 0 0 161 616956／520226

9・1920 5 21373 123 485788／476468

10・1921 3 6300 123 177705／174655

1い1922 2 1680 133 264088／238212

12・1923 2 1600 ll7 372933／371558

13・1924 0 0 5 5380／6000

14・1925 0 0 9 43070／29070

15・1926 0 0 74 104106．25／28262．25

昭和2・1927 0 0 19 15279／15279

3・1928 0 0 49 1391651143583．5

4・1929 0 0 13 童5695／11195

注）双幅は一点に数えた。金額は「美術品買入剴のみであるが、作品数は蔵帳、その他の資料を参照した。
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資料③　三漢旧蔵近代美術品作家別比較表　＊一括購入は全て同額とした

作家名

横山大観

ド村観山

橋本雅邦

今村紫紅

速水御舟

富岡鎮斎

小林古径

前田青邨

菱田春草

安田鞍彦

平櫛田中

牛田鶏村

橋本静水

竹内栖鳳

佐藤朝山

小茂田青樹

作品数

5
1
0
5
1
0
6
5
4
3
9
8
7
6
6
6

3
3
3
2
2
2
1
1
ー
ー

作家名

横山大観

F村観山

橋本雅邦

菱田春草

富岡鎮斎

小林古径

今村紫紅

前田青邨

平櫛田中

安田靱彦

速水御舟

竹内栖鳳

佐藤朝山

橋本静水

牛田鶏村

小茂田青樹

購入金額（円）

31008

20926

2（X｝60

15856

13118

10737

8964

6280

5430

4618

2878．5

2364

　1750

　1700
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「美術品買入覚」全5冊及び第1巻1頁目三漢園保勝会蔵
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日本近代）セ術の蒐集家し三L追和）

②橋本雅邦「狙公（猿回し）」双幅

　絹本着色各166．8×83．5cm
　東京国立博物館蔵
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④菱田春草「秋林遊鹿（鹿）」1幅

　絹本着色　115．5×503cm
　西宮市大谷記念美術館蔵
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ざ菱田春草「椿に猫」1幅

個人蔵
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⑦横山大観「山路」1幅

　絹本着色　148，6x68．4cm
　個人蔵

　『電．

声　　バ秘

⑥横山大観「山路」1幅

　絹本着色　159．1×70．2cm

　京都国立近代美術観蔵

⑤横山大観「山路」

　絹本着色　151．1

　永青文庫蔵

で幅

×69．4cm

i”

X横山大観「日蓮」1幅
　※「日蓮大士（ママ）初めて題目を唱ふる図（辰

　　沢延次郎氏蔵）」G美術新報』9巻7号（明

　　治43年5月）より転載）

A

，t”̂i　’g

耀
糞

畷
匿
醗
・
而

⑥横山大観「日蓮上人」1幅

　絹本着色　181．6x90．9cm
　東京国立博物館蔵
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緊

⑩横山大観「柳蔭」6曲1双
　紙本着色　各1918×546．8cm
　東京国立博物館蔵
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⑪伝周文「四季山水図屏風」6曲1双のうち右隻
　紙本墨画淡彩　重要文化財　各150，4×355．4cm
　東京国立博物館蔵
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⑬横山大観「柳蔭」部分 ⑫横山大観「柳蔭」部分
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⑭伝周文「四季山水図屏風」部分
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ACollector　of　Japanese　Modern　Art　and　the　Record　of　his　Collection

－AStudy　about　HARA　Sankei　and　the　Bijutsuhin　Kaiire　Oboe一

MIKAMI，　Miwa
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This　paper　is　about　Hara　Sankei（1867－1939），　a　wealthy　silk　trader　from　Ybkohama　who　was　not　only　a　wel1－known

collector　of　art　but　also　one　of　the　few　patrons　of　Japanese　modern　art．　Moreover　he　is　part．icularly　known　as　a　patron

of　The　Japan　Art　Institute．

The　reco．rd　Bijutsuhin　Kaiire　Ohoe　is　a　precise　inventory　of　his　art　collection　that　belongs　now　to　the　Sankeien

Hoshokai　Foundation．

The　BiJ’utsuhin　Kaiire　Oboe　consists　of　five　volumes　and　was　compiled　by　Sankei　himself．　It　was　donated　by　one　of

his　descendants　to　the　Sankeien　Hoshokai　Foundation　in　1987　among　other　documents　related　to　Sankei．

In　my　paper　I　focus　on　Sankeils　role　as　an　ardent　collector　of　Japanese　modern　art　by　gathering　and　analyzing　the　art

works　of　his　collection．

（＜＜悩誌卦溢駕誌轟口麺十佃セ軽　　避一H灘霞1需旨騨）
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